
 

 

 

 

島 

校長 小澤 秋仁 

 三宅島にきて、半年が経とうとしています。海、草花、

鳥、火山、島の魅力を感じる毎日に感動しながら過ごして

います。特に、毎日表情を変える島特有の植物は、理科教

師である私の好奇心を揺さぶります。しかしながら、先日

の台風では島における自然の猛威を感じずにはいられま

せんでした。街灯が根元から折れ、三宅中のスチール製の

物置は風に飛ばされ、野球場の内野は豪雨に浸食され洗

濯板のように波を打ちました。復旧のために、三宅村教育

委員会が対応しております。生徒の皆さんには不便をお

かけしますが、しばしお待ちください。 

 島の魅力を発信するために、時々、仲間に三宅島で撮影

した写真を送付することもあります。8 月出張の際には

各地から集まる教員に三宅島の PR を欠かさず行いまし

た。 

 もう一つの島にも魅力を感じています。それは、弘兼憲

史さん作「島 耕作」シリーズです。ご存知の方も多いと

思いますが、小気味良いテンポのストーリーと信念を曲

げず生きる島耕作に引き込まれてしまいます。そして、登

場人物の言動に気づかされ、たびたび感銘を受けていま

す。以下は先日読んだ物語です。 

 販売店課の主任となった島に、かつて島が務める初芝

電産において、最年少で係長昇進を果たした柿沼が経営

する販売店からのクレーム対応をするよう指示がおりま

した。最年少で係長昇進を果たした柿沼でしたが、その後

は次々と同期に抜かされ、やる気を失い、結局、初芝電産

を辞めることになりました。退職後、初芝電産の販売店を

立ち上げ、当初はうまくいっていたものの、後に売上が落

ち、その頃から柿沼はコトあるごとに本社にクレームを

いれてくるようになったのです。 

そんな柿沼のクレーム対応を終えた島を、隣の課の中

沢（のちに初芝電産の社長になる）が食事に誘います。そ

して、中沢が柿沼について以下のように語るのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

物事が思い描くようにならないときに、不平不満は出

ます。不満の原因を突きとめることは大切ですが、突きと

めることがゴールではありません。解決に向けて、できる

ことから“何か”行動を起こす必要がある、“何か”行動

を変化させる必要があります。また、責任を自分以外に転

嫁することで、不満をぶつけることがありますが、自分以

外の責任にしたところで、その相手が“何か”行動を起こ

す可能性は低いのです。相手の行動は変えられませんが、

自分の行動はすぐにでも変えられます。大切なことを「島 

耕作」という漫画から教わりました。（言うまでもなく柿

沼の販売店は閉店してしまいました） 

 

校庭では野球部が、台風の影響のなかった外野の芝生

でノックやバッティングの練習をしています。波打つ内

野では、その影響を受けないようにスローイングやバッ

ティング練習を重ねています。シートノックなどのチー

ム練習はできないけれど、一部分を切り取って連係プレ

ーに繰り返し取り組んでいます。現状に不満を漏らすこ

となく、“何か”行動を起こしていました。不自由な体験

は生徒の成長を促します。 

その姿に、今後の大会での活躍を予感し、生徒達を成長

させる内野の波の影が作る縞模様を見つめました。 
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教育目標 
 
「ふるさとの発展に進んで貢献する生徒の育成」 
１ 目標をもって意欲的に学ぶ生徒 

２ 人間性・社会性をはぐくみ、相手の立場に立っ
て行動する生徒 

３ 心身ともに健康で明るい生徒 

１１月の生活目標 

定期テストに備えよう 

１１月の保健目標 

姿勢を正しくしよう 

彼はプライドが高い上に、いつも何かに不満をもっている。 

何が不満の原因かということは持ち前の分析力ですぐつきと

める。 

しかしその不満の原因を払拭するための“何か”をしない。 

これはどこどこが悪い、誰が悪いからこうなる、というところ

で終わってしまうんだ。 

これでは絶対に伸びない。いつも不平不満を言うだけの人間

の人生なんてそんなものだ。 

 

◆学校だよりはカラー版はホームページでご覧にな
れます。 
村役場や村役場出張所にも置いてあります。 

http://mi/


運動会(10月 3日) 

昨年度に続き、小中学校別開催となりました。すべ

ての種目に全校生徒が出場し、さらに係仕事も担当す

るというハードスケジュールでしたが、相手チームに

も声援を送り、競技・演技を楽しんでいる姿が印象的

でした。暑い中でのご観覧ありがとうございました。 

 

三宅島について話を聞く会(１０月１５日) 

～三宅島の火山活動について～ 

 １年生の郷土理解学習として、気象庁三宅島火山防

災連絡事務所の長谷川嘉彦さんにお越しいただき、三

宅島の火山活動についてお話をしていただきました。

火山灰の調査・研究によ

って、約２万６千年前に

はすでに三宅島が存在し

ていたことがわかるな

ど、初めて知る内容が盛

りだくさんでした。 

 

１０月１日の台風被害について 

台風１６号の接近・通過に伴い、１０月１日(金)を

臨時休校、２日(土)を授業日、３日(日)を運動会に予

定変更して対応しました。校舎海側壁面に設置され

ていた脱硫装置のダクトが脱落、グランド横に設置

されたプレハブ倉庫一棟が全壊、グランド内野部分

が風雨で削られ使用不可となるなどの被害がありま

した。大型台風の威力と怖さを再確認させられた出

来事でした。  

生徒の感想から 

◆ダンスの他にも 100ｍ走では１位になれたし、ローハイドやボール

運び、玉入れなどでも勝つことができました。これはすべて、一人では

できなかったこと。仲間がいたからできたことです。リレーでは負け

てしまいましたが、初めてリレーを「楽しい」と思えたかもしれませ

ん。そして係の仕事。これもしっかりできたと思います。決勝審判で走

った後すぐにゴールテープを持ったりするのは少し大変だったけれ

ど、自分だけがこの仕事をしているわけではないし、自分より大変な

仕事をしている人もいるので、がんばることができました。今年の運

動会は本当に楽しかったです。来年はそれまでに体力をつけて思いっ

きり競技に挑みたいです。(1 年生) 

◆昼休みに集まったり、スローガンを話し合って決めたりしたときな

ど、実行委員としての自覚をもって取り組みました。誘導係としても

笛の練習をしたりして、やり切ることができました。運動会を通して、

「練習は大切」だとわかりました。来年はまた実行委員になり、今年よ

りみんなをまとめられるようにしたいです。(1 年生) 

◆運動会を通して成長したことは、練習に取り組む姿勢です。理由は

３年生たちが練習に取り組んでいる姿はいつも本気でかっこよかった

からです。すべての種目で熱意が伝わってきて、自分もがんばれまし

た。苦手な種目でも朝練習や昼練習に毎日取り組んでいる人もいて、

すごく上手になっていったのを見て、練習の大切さや楽しさを学びま

した。この運動会で、何事も楽しみながら本気でやることが大切だと

学び、成長することができました。また、大切なことを教えてくれた３

年生のように来年なれるように頑張りたいです。(２年生) 

 

令和３年１１月 主な予定 
 １日(月） 全校朝礼 安全指導 

３日(水祝) 生徒会ﾋﾞｰﾁｸﾘｰﾝ活動 

５日(金)  ２年生実力テスト①～⑤        

９日(火)  専門委員会      

１０日(水)  研修会 ⑥カット 14:35下校 

１１日(木)  中央委員会 考査前学習会始 

１２日(金)  ＰＴＡ役員会 

１７日(水)  期末考査(理英体) 14:35 下校 

１８日(木)  期末考査(社数美) 14:35 下校 

１９日(金)  期末考査(国技家音) 

２２日(月)  生徒朝礼 環境美化デー 

２４日(水)  ２年生農業体験 

２６日(金)  ２年生ＪＦＡ夢の教室⑤⑥       

２９日(月)  マラソン大会事前検診 

 

※スクールカウンセラー来校予定日 

１０(水)・１１(木)・１６(火) 

 

 

 


